
          朝日新聞「声」と大阪・関西万博 

 

名古屋にいた頃、朝日新聞や中日新聞によく投稿していた。水田洋先生や西条八束先

生の投稿に触発されたこともあるが。写真は大阪に転居して 1年後に朝日新聞「声」に

投稿して採用されたものだ。万博に巨費「いのち輝く」か、というタイトルがつけられ

ている。どうせ採用されないと思

ったが、大阪万博「決定」深夜に

書き、大阪で初めて採用された。 

万博予定地は大阪湾の人工島

「夢洲」だが、環境面はもとより

地震、災害時の対応、防災面で大

きなリスクを抱える。カジノを含

む統合型リゾート(IR)とセットで

計画されていることが、迷走に拍

車をかけるだろう。「いのち輝く未

来社会」をうたう万博が、ギャン

ブル依存症と隣り合わせ、ブラッ

クユーモアのようだ。 

当時の大阪は、万博誘致歓迎で、

私のような批判的意見は少数派で

あった。万博に問題を投げかけることも躊躇するくらいであった。それから 6年余りが

経ち、万博に対する世論は一変している。能登半島地震により、万博中止・延期を求め

る声がいちだんと高まっている。 

1月 11日に、埼玉県の方が万博建設と能登復興についての声を投稿された。「現在進

行中の大阪・関西万博の建設を中断し、建設従事者や資材を能登の復興に差し向けるべ

きではないでしょうか。このままでは、能登と大阪で人や資材の奪い合いがおきかねま

せん。一時的な万博の開催と長期間に及ぶ能登の復興のどちらが大切かと言えば、それ

は自明の理です。撤退表明する国も出てきましたし、建設スケジュールの遅れや費用の

高騰で、とかく批判の絶えない万博です。吉村洋文大阪府知事は『復興支援と万博は二

者択一の関係ではない』と発言したとのことですが、能登の復興に全力を傾ける英断を、

政府、万博関係者に期待するものです」 

21日には、大阪府の中学生が「万博はみんなが笑える時に」と題して投稿した。「東

日本大震災により、今も住めない場所は残っている。石川県も大きな被害を受け、住め

ない地域は多数ある。果たして SDGsの目標達成に取り組めない国が、万博を開催すべ

きなのだろうか」と問題を投げかけた。 

                              (2024年 1月 24日) 


